
2020年度看護部研修計画
＊新型コロナウイルス感染症対応により埼玉県看護協会の集合研修は中止になる可能性あり
１．研修時間は基本15：00～16：00
２．4月2日15：00～勤労学生対象「勤労学生の基本的姿勢と態度」
３．「一般病棟用の重症度、医療・看護必要度」研修は14：00～17：00（一般病棟・地域包括ケア・リリーフ看護職員対象）
４．「急性期看護における看護補助者の役割」研修は13：00～17：00 ＊赤字：診療報酬などに関わる研修
月 日 時間 看護職員対象 講師 担当 看護補助者対象 講師 担当 新人・クリニカルラダーⅠ 講師 担当 クリニカルラダーⅡ 講師 担当 クリニカルラダーⅢ 講師 担当 クリニカルラダーⅣ 講師 担当 クリニカルラダーⅤ 講師 担当

4 1 10:30 病院オリエンテーション 高野 高橋 病院オリエンテーション 高野 高橋 病院オリエンテーション 高野 高橋

～ 病院理念 病院理念 病院理念
12:30 看護部理念 看護部理念 看護部理念

就業規則 就業規則 就業規則
看護職員の基本的姿勢と態度 看護職員の基本的姿勢と態度 看護職員の基本的姿勢と態度

接遇 接遇 接遇
個人情報保護・守秘義務 今井 高橋 個人情報保護・守秘義務 今井 高橋 個人情報保護・守秘義務 今井 高橋

14:00 医療安全管理 田道 高野 医療安全管理 田道 高野

15:00 院内感染防止対策 高野 今井 院内感染防止対策 高野 今井

16:00 倫理綱領 高橋 高野 倫理綱領 高橋 高野

7 15:00 電子カルテについて 鉄本 高野 電子カルテについて 鉄本 高野

30
5 8 15:00 食事介助と口腔ケア 田道 若林

11 15:00 看護記録 鉄本 前田 看護記録 鉄本 前田 看護記録 鉄本 前田

12 14:00 重症度、医療・看護必要度 高野 鉄本

13 15:00 地域包括ケアとリハビリ 小川 今井

18 10:00 スマイルカフェ 高野 師長

28 15:00 夜勤勤務時の注意事項 橋本 八木

8
12
13
14
19
27

6 3 15:00 ボディメカニクスを用いた体位変換 今井 橋本

8 15:00 ボディメカニクスを用いた体位変換 今井 橋本

10 15:00 ボディメカニクスを用いた体位変換 今井 橋本

19 15:00 糖尿病の治療について 赤津 白砂 糖尿病の治療について 赤津 白砂 糖尿病の治療について 赤津 白砂

月 日 時間 看護職員対象 講師 担当 看護補助者対象 講師 担当 新人・クリニカルラダーⅠ 講師 担当 クリニカルラダーⅡ 講師 担当 クリニカルラダーⅢ 講師 担当 クリニカルラダーⅣ 講師 担当 クリニカルラダーⅤ 講師 担当

6

看護部教育委員長

③新人看護職員技術習得研修

④新人のための薬の知識

➀新人のためのフィジカルアセスメント

埼玉県看護協会研修

埼玉県看護協会研修

②新人のための食事援助技術

③新人看護職員技術習得研修

③新人看護職員技術習得研修

⑤新人のための救急看護/心電図

埼玉県看護協会研修

2020.3.4



10
7 6 15:00 患者移送 大山 若林

7 14:00 重症度、医療・看護必要度 高野 鉄本

8 14:00 重症度、医療・看護必要度 高野 鉄本

10 14:00 重症度、医療・看護必要度 高野 鉄本

21 14:00 重症度、医療・看護必要度 高野 鉄本

22 15:00 医療安全管理 田道 大山

7
9 2 死後のケア 今井・橋本 白砂

7 15:00 認知症看護 田道 橋本 認知症看護 田道 橋本

8 13:00 急性期看護における看護補助者の役割 高野 高橋

15 急性期看護における看護補助者の役割 高野 高橋

16 看護師の入退院支援 白砂 根岸

24 ＭＳＷの入退院支援 神山・伊藤 白砂 ＭＳＷの入退院支援 神山・伊藤 白砂

29 急性期看護における看護補助者の役割 高野 高橋

10 5 15:00 認知症看護 田道 大山 認知症看護 田道 大山

7 15:00 緩和ケア認定看護師の役割 井口 高橋

14 15:00 癒しのアロマ フェア 今井 癒しのアロマ フェア 今井

20 15:00 不整脈について 瀬川 前田 不整脈について 瀬川 前田

26 15:00 災害支援について 石橋 高橋 災害支援について 木村 高橋

15
11 12 褥瘡対策 秋山 高橋 褥瘡対策 秋山 高橋

13 チーム医療の必要性 高野 今井

16 認知症看護 田道 高橋 認知症看護 田道 高橋

17

24 看護管理とは 高野 今井 看護管理とは 高野 今井

2 17 看護者の倫理 高橋 今井

22 医療とアロマ 西井 根岸

24 看護師長としての看護管理 高野 今井

○  「爪切り研修」は出前研修とし、各所属長がフットケア担当看護師（前薗主任）と調整し行う。

その他研修

埼玉県看護協会研修

埼玉県看護協会研修
⑥新人のための臨床検査の基礎

⑤新人のための救急看護/心電図

④新人のための薬の知識

1．院内BLS研修：総務(講師：関口副院長または秋冨医師)より事前にお知らせする。

2．院外研修：研修規定に基づいて出張扱いの判断をする。

　　①各自師長に申請する。

　1）看護協会主催研修（看護協会入会者優先）：各看護師長がまとめてインターネット予約する。



　　①看護協会主催研修に準じる。

　3）院外研修参加後は所定の研修報告書(研修報告書、看護部研修参加報告書、清算書、研修領収書、研修資料コピー）を10日以内に所属の看護師長に提出し、

3．医療安全管理研修会、院内感染対策研修会は職員の全体研修で実施する。

　1）院外の医療安全管理者研修会、院内感染対策研修会は1名以上参加させる。

　2）院外のBLSヘルスケアプロバイダーコースに1名以上参加させる。

4．病棟内研修及び業者依頼研修：必要時及び希望時実施する。

　1）病棟で実施する場合は看護部に事前に報告する。

　2）研修終了後は看護部に資料及び参加者名の入ったものを提出し、看護部長が押印する。

　2）その他の主催研修

　　　を発表しなければならない

　　師長押印後、副院長兼看護部長に提出する。

　　②看護師長は看護部長に申請者の報告をし、インターネット予約をする。

　　③病院の看護業務に必須の研修については、看護部長の判断で出張扱いとする。

　　④病院の診療報酬や幹部職員の育成に関する院外研修（3日以上にわたる場合）については、看護部長が推薦し病院長が承認した看護職員を参加させるものとする。

　　⑤院外研修を病院支弁としたもの、または出張扱いとしたものは、研修終了後各部署で研修内容を発表することとする。また、看護部長推薦で3日間以上の

　　　研修会に参加したものは各部署の責任者と調整し、看護管理者会議または副院長兼看護部長の指示があった場合は、院内の伝達講習会で研修のまとめを


